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編集・発行

神奈川大学国際常民文化研究機構　第4回　国際シンポジウム
「二つのミンゾク学―多文化共生のための人類文化研究―」

2012年3月20日発行　A4判129頁
発行：神奈川大学大学院歴史民俗資料学研究科
内容：三浦半島の海付きの村である神奈川県横須賀市佐島に
おいて、2010･2011年度におこなった民俗資料調査実習
の報告。これまで同地では1970年・1990年と約20年お
きに2度の民俗誌が刊行されているが、本報告はさらに
20年後の2010年に時間軸を設定することで、民俗の変貌
を描き出すことを意図している。

神奈川大学歴民調査報告第13集
佐島の民俗―神奈川県横須賀市佐島―

お問合せは、神奈川大学国際常民文化研究機構
TEL：045-481-5661（代表）　内線6111～ 6113

日時：2012年11月10日（土）　13:00 ～ 17:10
場所：神奈川大学横浜キャンパス2号館地下演習室
内容：
　三陸沿岸津波と集落復興の歴史と課題　月舘敏栄
　津波被災者が帰ろうとする海の領域意識－気仙沼市唐桑町
　舞根地区の集団移転をめぐって－　植田今日子
　防潮堤と移転集落－釜石市唐丹本郷－　川島秀一
　集落から見た津波被災と復興　重村　力

主催：神奈川大学日本常民文化研究所　
※タイトル、登壇者は変更することがあります。

第16回常民文化研究講座
大津波と集落―東北大震災と三陸大海嘯　集落に承け継がれるもの

お問い合わせは、日本常民文化研究所
℡045-481-5661　内線4358

非文字研究者の新刊紹介
日本歴史災害事典
北原糸子（編）・木村玲欧（編）・松浦律子（編）
2012年6月11日発行
発行：吉川弘文館
価格：15,750円
内容：特集 東日本大震災
　１　災害
　２　災害と現代社会
　３　災害の歴史
　４　歴史災害
　災害基本用語

津波のまちに生きて
川島秀一（著）
2012年4月28日発行
発行：冨山房インターナショナル
価格：1,890円
内容：
　序　流されたものたちへ
　１　津波をめぐる生活文化
　２　三陸沿岸の生活文化

近世琉球と中日関係
渡辺美季(著)
2012年5月17日発行
発行：吉川弘文館
価格：10,500円
内容：
　研究の動向と関心の所在
　第１部　狭間の形成（琉球人か倭人か・琉球侵攻と日

明関係・近世琉球と明清交替)
　第２部　狭間の運営(中日の支配秩序と近世琉球・近

世琉球における漂着民の船隻・積荷の処置の
実態・近世琉球と「日本の国境」・清に対す
る琉日関係の隠蔽と漂着問題)

　第３部　狭間の思想(近世琉球の自意識)
　近世琉球と中日関係

お屋敷散歩
内田青蔵（著）・小野吉彦（写真）
2011年11月22日発行
発行：河出書房新社
価格：1,785円
内容：
　第1章　和風系の住まい
　第2章　洋風系の住まい
　第3章　モダニズム系の住まい

※内容につきましては、目次より抜粋して紹介しました。

日時： Ⅰ部　2012年12月8日（土）　10:00 ～ 17:00
　　   Ⅱ部　2012年12月9日（日）　10:00 ～ 17:00
場所： Ⅰ部　神奈川大学横浜キャンパス16号館セレストホール
　　   Ⅱ部　神奈川大学横浜キャンパス16号館視聴覚ホールB

第1日目：Ⅰ　国際シンポジウム
　　　　　「民族の交錯―多文化社会に生きる―」
基 調 講 演：ハルミ・ベフ（スタンフォード大学）
パネル報告：森幸一（サンパウロ大学）　中川裕（千葉大学）
　　　　　　陳天璽（国立民族学博物館）　尹健次（神奈川大学）
　　　　　　工藤正子（京都女子大学）　森茂岳雄（中央大学）

第2日目：Ⅱ　「第二次大戦中および占領期の民族学・文化人
　　　　　　  類学」公開研究会
　　　　　「ミンゾク研究の光と影―近代日本の異文化体験
　　　　　と学知―」
研究発表：中生勝美（桜美林大学）　清水昭俊（神奈川大学）
　　　　　全京秀（ソウル大学）　菊池暁（京都大学人文科学研究所）
　　　　　木名瀬高嗣（東京理科大学）　谷口陽子（専修大学）
　　　　　王京（北京大学）
コメント：坂野徹（日本大学）　重信幸彦（国立民族学博物館）
　　　　　全京秀（ソウル大学）　三浦啓二（外務省）

主催：神奈川大学国際常民文化研究機構・神奈川大学日本常
　　　民文化研究所

※上記の内容は変更することがあります。




